
 

ペット用ヘルシーおやつ 

 

ペットへの愛情を示す方法の 1つとして、飼い主様がごほうびにおやつをあげる

ことがあります。ただし、何をあげたらよいか理解しておくことは重要です。 

 

ペットがバランスの取れた健康的な食事を取っている場合に質の悪いおやつを与

えてしまうと、すべての努力が台無しになってしまいかねません。 

 

ペットにはかならずヘルシーなおやつをあげましょう。評判の高いペットフード

メーカーのおやつは、慎重に作られており、さまざまな栄養素がバランス良く含

まれています。  また、おやつはおやつとして魅力的でなければなりません。ペ

ットにとって魅力的でないおやつは、本物のおやつとは言えません。 

 

 おやつを購入する際は、穀物とシリアルの中身をチェックしましょう。肉

の含有量が多いほどおいしく、ペットにとってより魅力的になる傾向があ

ります。  

 

 市販されているおやつの成分表に知らない語句が多いほど、ペットへの利

点が不明確になります。誰もが知っている内容成分を探して、人工防腐剤

や染料を避けましょう。 

 

 おやつをもらうときのマナーをペットに教えましょう。おやつはゆっくり

静かにもらい、がつがつ飛びつかないようにします。 

 

 調理した人間用の食事をおやつとしてペットに与える場合は、鶏肉の骨や

軟骨の塊がないかや、消化を妨げる可能性のある脂肪分の量が多過ぎない

かなどを確認します。 

 

 外でワンちゃんを訓練する際は、たとえば、なめることができる「ローラ

ーボール」状の低カロリーなおやつなど、特別製の小さいおやつが便利な

場合があります。一部のプロの訓練士は、調理したフランクフルトソーセ

ージやドライレバーなどの自然食品をごほうびにあげることを推奨してい

ます。 

 

 ここ 10年間で、自然食品や生の食品のおやつに移行しています。生肉に

はリスクが伴う可能性があります。鶏肉にはサルモネラ菌やカンピロバク

ターなどの病原性細菌が含まれる可能性があります。豚肉は脂っこくお腹

の調子が悪くなる一方、ベーコンやハムは塩分が多くなります。 

 

 生の魚にはチアミナーゼというビタミン Bを破壊する酵素が含まれてい

るので、加熱調理した魚のほうが安全です。 



 

 骨は生がベストです。できれば骨全体を与えるのが好ましく、歯肉や歯の

ケアになる利点があります。ただし、ワンちゃんは骨をかじっているとき

にときどき歯を折ってしまうことがあります。骨は重要なカルシウム源で、

純粋な肉だけでは不足がちです。こぶのある骨は避けてください。骨のこ

ぶをかみ切って飲み込むおそれがあるためです。また、喉の奥に引っかか

って、腸閉塞を起こす可能性があります。同じ理由から、かみ砕いて飲み

込める大きさになった骨はすべて廃棄してください。 

 

 


